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佐
賀
市
老
連　

木
下　

治
紀 

会
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中

に
蔓
延
し
て
い
ま
す
が
、
予
防
対
策
と
し
て

３
密
を
避
け
る
こ
と
が
一
番
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
前
半
の
各
種
行
事
は
全
て
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
は
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
三
大
運

動
を
粛
々
と
一
つ
一
つ
確
実
に
実
行
し
て
い

く
事
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
と
笑
顔
で
お
会
い
で
き
る
日
が
早
く
来

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

唐
津
市
老
連　

井
上　

武
則 

会
長

　

日
本
中
が
想
像
も
で
き
な
い
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
心
閉
ざ
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
会
員
の
皆
様
『
人
生
百
歳
時
代
』
の

到
来
で
す
。
今
後
『
新
し
い
生
活
様
式
』
の

中
で
「
仲
間
づ
く
り
」「
健
康
の
維
持
増
進
」

「
孤
立
防
止
」
に
努
め
ら
れ
、
元
気
高
齢
者

の
存
在
感
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
元
気
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！

鳥
栖
市
老
連　

原　
　

武
嗣 

会
長

　

先
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
を
支

え
る
「
杖
」
と
し
た
い
「
こ
と
ば
」
を
「
先

人
の
言
葉
や
こ
と
わ
ざ
」
か
ら
探
し
て
み
ま

し
た
。
○
明
日
は
き
っ
と
よ
く
な
る
〜
明
日

を
信
じ
、
長
年
の
経
験
と
知
恵
で
今
を
乗
り

越
え
よ
う
。
○
お
そ
れ
は
、
危
険
そ
れ
自
体

よ
り
大
き
い
〜
コ
ロ
ナ
を
恐
れ
る
事
な
く
、

あ
な
ど
ら
ず
対
策
を
講
じ
て
前
進
し
よ
う
。

各
市
町
老
連
会
長
か
ら

会
員
の
皆
さ
ん
へ

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

多
久
市
老
連　

江
打　

正
敏 

会
長

　

無
人
島
に
行
こ
う
。
訪
れ
た
無
人
島
で
気

ま
ま
に
楽
し
み
を
見
つ
け
暮
ら
そ
う
。
こ
こ

な
ら
コ
ロ
ナ
の
心
配
も
な
い
。

　

女
性
な
ら
ば
財
布
、
小
物
入
れ
、
下
げ
物

を
作
ろ
う
。
男
性
な
ら
ば
家
具
を
作
り
、
甚

八
笠
を
作
り
腰
カ
ケ
を
作
ろ
う
。

　

島
の
内
で
一
番
大
き
な
島
に
年
２
回
行
っ

て
移
住
者
同
志
の
見
本
市
を
開
こ
う
。
そ
の

日
は
ゆ
っ
く
り
弁
当
を
開
け
、
酒
を
少
量
飲

み
、
小
声
で
話
し
、
舟
に
乗
っ
て
帰
ろ
う
。

少
々
ふ
ざ
け
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
要
す
る

に
自
分
の
楽
し
み
を
見
つ
け
、
皆
で
楽
し
む

生
活
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

伊
万
里
市
老
連　

中
島　
　

馨 

会
長

　

会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
気
を
付
け
て
、
楽
し
み
を
追

求
し
つ
つ
、
日
々
の
健
康
を
維
持
し
、
会
員

の
皆
様
と
笑
顔
で
再
会
で
き
る
日
ま
で
、
気

持
ち
を
明
る
く
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
時
で
も
笑
顔
を
忘
れ

ず
に
、
笑
顔
で
み
ん
な
を
幸
せ
に
し
ま
し
ょ

う
。

武
雄
市
老
連　

蒲
地　

雄
三 

会
長

　

今
は
時
を
待
つ
。子
供
の
頃
を
思
い
出
す
。

思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
か
っ
た
あ
の
頃
の
こ

と
を
。

　

悔
し
い
思
い
が
力
と
な
っ
て
、
私
を
支
え

育
ん
で
く
れ
た
と
、
だ
け
ど
今
の
私
は
無
力

だ
。
じ
っ
と
耐
え
て
心
を
耕
し
仲
間
の
人
々

と
支
え
合
っ
て
、
い
つ
か
必
ず
来
る
そ
の
時

を
、
笑
顔
で
語
れ
る
そ
の
時
を
待
つ
。

鹿
島
市
老
連　

馬
場　

喜
彦 

会
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
自
粛
、
会
員
の
皆
様

は
淋
し
い
気
持
ち
で
居
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
自
分
で
運
動
不
足
に

な
ら
ぬ
よ
う
自
己
流
の
体
操
を
、
ま
た
、
認

知
症
予
防
に
つ
な
が
る
低
学
年
の
教
本
を
借

用
し
、
脳
ト
レ
に
漢
字
・
数
字
計
算
・
パ
ズ

ル
等
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

嬉
野
市
老
連　

山
口　

政
廣 

会
長

　

年
初
め
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
自
粛

が
続
く
中
、
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
秋
口
か

ら
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
前
向
き

に
検
討
し
、
今
後
の
活
動
の
た
め
の
準
備
期

間
と
し
て
「
体
力
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
で
き
る
日
ま
で
、
ご
精

進
を
お
願
い
し
ま
す
。
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各市町老連会長に励ましのメッセージをお願いしたところ、17 市町の会長からメッセージを
いただきました。温かいお言葉ありがとうございました。文字数の都合にて、事務局で編集を
させていただいた部分があります。ご了承の程よろしくお願いします。

上
峰
町
老
連　

福
島　
　

薫 

会
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に

考
え
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
自
粛
が
続
い
て
い

ま
す
。
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
、
健
康
に
今
ま
で
以
上
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。活
動
再
開
時
に
は
、

会
員
皆
様
の
元
気
で
明
る
い
笑
顔
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

有
田
町
老
連　

松
尾　

利
興 

会
長

　

こ
の
災
禍
に
全
精
力
で
立
ち
向
か
っ
て
い

る
が
、
乗
り
越
え
た
と
し
て
も
違
っ
た
新
し

い
形
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
今
の

今
、
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
・
方

向
・
気
合
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
う
。

耐
え
て
踏
ん
張
っ
て
前
を
向
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

神
埼
市
老
連　

井
上　

達
美 

会
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

伴
う
三
密
で
、
事
業
計
画
、
活
動
が
す
べ
て

中
止
と
な
り
、
会
員
か
ら
は
、
再
開
の
日
は

い
つ
、
マ
ス
ク
使
用
し
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
し
た
い
け
ど
、
の
意
見
等
。
も
う
暫

く
皆
で
我
慢
し
て
、
皆
で
乗
り
越
え
よ
う
。

　
　

〜　

ガ
ン
バ
レ
ー　

〜

み
や
き
町
老
連　

中
島　

正
利 

会
長

　
「
コ
ロ
ナ
社
会
に
負
け
な
い
で
」
会
員
の

皆
様
、
適
度
の
外
出
や
人
と
の
交
流
は
大

事
、
自
粛
一
辺
倒
で
は
失
う
も
の
が
大
き
い

で
す
。
三
密
を
避
け
、
体
を
動
か
す
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
他
者
へ
の
思
い

や
り
や
、
社
会
へ
の
貢
献
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
新
た
な
繋
が
り
な
ど
が
、
新

し
い
社
会
の
可
能
性
を
開
い
て
く
れ
る
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。

大
町
町
老
連　

堅
固　
　

勲 

会
長

　

大
町
町
は
豪
雨
災
害
か
ら
一
年
。
早
い
復

興
を
目
指
し
、頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

感
染
症
に
よ
る
自
粛
生
活
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
九
月
か
ら
趣
味
の
会
の
活
動
を
再
開

し
ま
し
た
。
先
の
明
る
さ
を
感
じ
ら
れ
る
気

が
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
共
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

吉
野
ヶ
里
町
老
連　

城
島　

信
夫 
会
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
各
行
事
が
中
止
と
な

り
、
毎
日
が
退
屈
で
憂
鬱
な
日
々
が
続
い
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
怖
い
病
気
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
油
断
せ
ず
、
三
密

を
避
け
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ク
ル
を
楽

し
み
な
が
ら
日
常
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て

く
だ
さ
い
。
人
生
百
年
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

に
ガ
ン
バ
ロ
ー
。

玄
海
町
老
連　

渡
邊　

一
夫 

会
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
町
老
人
ク
ラ
ブ
も
活
動

の
中
止
制
限
が
続
い
て
い
ま
す
。
行
政
指
導

で
、
で
き
る
だ
け
家
庭
で
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
が
心
配
す
る
の

は
ク
ラ
ブ
員
の
健
康
で
す
。
や
は
り
外
に
出

て
自
然
の
お
い
し
い
空
気
を
吸
い
、
体
を
動

か
し
て
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
‼

江
北
町
老
連　

江
頭　

義
太 

会
長

　

江
北
町
の
現
状
は
単
位
ク
ラ
ブ
の
約
半
数

が
工
夫
を
し
な
が
ら
例
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
町
老
連
は
毎
月
一
回
定
例
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
現
状
の
中
で
、
会
員
の
皆
様
が

社
会
の
一
員
と
し
て
、
自
立
し
た
生
活
、
生

き
が
い
あ
る
生
活
を
目
指
す
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
ま
た
会
え
る
日
ま
で
、
休
ま
ず

急
が
ず
、
一
歩
一
歩
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

白
石
町
老
連　

江
口　

武
好 

会
長

　

一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
コ
ロ
ナ
禍

で
休
止
状
態
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
。し
か
し
、

小
さ
く
ミ
ク
ロ
に
見
れ
ば
そ
う
で
も
、
大
き

く
マ
ク
ロ
に
見
れ
ば
水
面
下
で
貴
重
な
充
電

期
間
と
し
て
継
続
中
。
役
員
会
を
中
心
に
今

後
を
見
通
し
、老
人
力
（
パ
ワ
ー
）
を
蓄
え
、

そ
し
て
、
満
を
持
し
て
今
後
の
活
動
再
開
に

備
え
ま
し
ょ
う
。
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令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
付
、
定
時
評
議
員
会
（
書
面
評
決
）

に
お
い
て
、
新
し
い
理
事
・
監
事
が
選
任
さ
れ
、
評
議
員
が
補
充

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
県
老
連
の
役
員
は
次
の
方
々
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
委
員
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
方
々
で
す
。

評議員

女性委員

氏名 所属老連役職名 備考
古賀　一彦 佐賀市老連副会長
峯　　信廣 唐津市老連副会長 新任
青木　司有 鳥栖市老連副会長
野口　昌英 多久市老連副会長
平田騏一郎 伊万里市老連副会長 新任
蒲地　雄三 武雄市老連会長 新任
吉富　定利 鹿島市老連副会長 新任
秀島　敏也 小城市老連会長
光武　一行 嬉野市老連副会長 新任
井上　達美 神埼市老連会長
城島　信夫 吉野ヶ里町老連会長
福島　　薫 上峰町老連会長
吉田　道生 みやき町老連副会長 新任
渡邊　一夫 玄海町老連会長
松尾　利興 有田町老連会長
堅固　　勲 大町町老連会長
古賀　　積 江北町老連副会長 新任
江口　武好 白石町老連会長
髙栁秀四郎 太良町老連会長

県
老
連
新
体
制

役員（理事・監事）
役職名 氏名 所属老連役職名 備考
会 長 木下　治紀 佐賀市老連会長
副会長 中島　　馨 伊万里市老連会長
副会長 江頭　義太 江北町老連会長 新任
副会長 中島　正利 みやき町老連会長 新任
理 事 井上　武則 唐津市老連会長
理 事 原　　武嗣 鳥栖市老連会長
理 事 江打　正敏 多久市老連会長 新任
理 事 馬場　喜彦 鹿島市老連会長 新任
常務理事 古賀美由紀 県老連事務局長
監 事 石川富美夫 上峰町老連事務局長 新任
監 事 池田　陸次 有田町老連副会長 新任
監 事 山口　政廣 嬉野市老連会長 新任

役職名 氏名 所属老連役職名 備考
委　員 高津万亀代 佐賀市老連副会長 新任
委　員 時尾久美子 佐賀市老連理事 新任
委　員 中島　順子 唐津市老連副会長
委　員 長　　昭子 鳥栖市老連副会長
委　員 本村　則子 多久市老連副会長
委　員 井出口ミサヲ伊万里市老連副会長
委　員 中島スミエ 鹿島市老連副会長 新任
委　員 田中由美子 小城市老連女性部長 新任
委　員 山口　好子 神埼市老連副会長 新任
委　員 中島登美子 吉野ヶ里町老連副会長
委　員 松永　智子 みやき町老連副会長
委　員 古市スガ子 玄海町老連副会長
委　員 岩永　愛子 有田町老連副会長
委　員 尾上美代子 大町町老連女性部長 新任
委　員 藤武　和子 白石町老連副会長
委　員 中溝美代子 太良町老連副会長 新任
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令和元年度　収支決算書

平成31年４月１日から令和２年３月31日まで （単位：円）

※正味財産増減ベースを簡略

科　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ一般正味財産増減の部
１経常増減の部

（１）経常収益

　　　　基本財産運用益 62 155 △ 93

　　　　分担金 7,525,440 8,006,050 △ 480,610

　　　　事業収益 2,619,730 2,756,761 △ 137,031

　　　　受取補助金等 8,831,000 7,844,000 987,000

　　　　受取寄付金 1,761,000 42,600 1,718,400

　　　　雑収益 66,717 70,940 △ 4,223

経常収益合計 20,803,949 18,720,506 2,083,443

（２）経常費用

実施事業（事業費） 18,099,215 16,193,684 1,905,531

　健康保持増進事業 1,489,739 3,047,428 △ 1,557,689

　高齢者相互支援推進啓発事業 8,213,699 5,940,349 2,273,350

　リーダー養成事業 5,036,005 5,001,167 34,838

　育成指導普及事業 2,103,310 2,204,740 △ 101,430

　九州ブロック研修事業 1,256,462 1,333,579 △ 77,117

法人会計（管理費）

　法人運営等 2,415,024 3,984,794 △ 1,569,770

経常費用合計 20,514,239 21,512,057 △ 997,818

２経常外増減の部

（１）経常外収益 0 0 0

（２）経常外費用 3 0 3

当期経常外増減額 △ 3 0 △ 3

他会計振替額（他会計繰入、他会計繰出） 0 0 0

当期一般正味財産増減額 289,707 △ 2,791,551 3,081,258

一般正味財産期首残高 19,856,304 22,647,855 △ 2,791,551

一般正味財産期末残高 20,146,011 19,856,304 289,707

Ⅱ指定正味財産増減の部 0

受取負担金（九州ブロック積立金） 214,600 226,000 △ 11,400

当期指定正味財産増減額 214,600 226,000 △ 11,400

指定正味財産期首残高 226,000 0 226,000

指定正味財産期末残高 440,600 226,000 214,600

Ⅲ　正味財産期末残高 20,586,611 20,082,304 504,307
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老 人 ク ラ ブ 会 員 数
　老人クラブの役員をはじめ会員の皆様には、非会員への声掛けや勧誘活動等に積極的に
取り組んでいただいておりますが、会員数は昨年度比 4,099 人減の 53,789 人となりました。
会員増となった市町老連は別表のとおり、今年度は玄海町老連（２名増）という結果にな
りました。
　５年間の会員増強運動は終了しておりますが、引き続き会員増のＰＲや、会員一人ひと
りが担い手となった勧誘運動に積極的に取り組み、仲間を増やしましょう。

 区分
市町老人クラブ名

令和２年４月１日現在A 平成31年４月１日現在B 比較増減（A）-（B）
クラブ数 会員数 クラブ数 会員数 クラブ数 会員数

佐 賀 市 269 10,594 286 11,373 -17 -779 
唐 津 市 151 8,189 154 8,622 -3 -433 
鳥 栖 市 38 2,714 38 2,859 0 -145 
多 久 市 9 787 9 807 0 -20 
伊 万 里 市 25 3,339 27 3,772 -2 -433 
武 雄 市 68 3,992 69 4,531 -1 -539 
鹿 島 市 44 2,185 51 2,502 -7 -317 
小 城 市 25 951 27 1,105 -2 -154 
嬉 野 市 57 2,661 58 2,761 -1 -100 
神 埼 市 63 2,627 68 2,955 -5 -328 
市　　　 計 749 38,039 787 41,287 -38 -3,248 
吉野ヶ里町 29 1,373 30 1,464 -1 -91 
神 埼 郡 計 29 1,373 30 1,464 -1 -91 
基 山 町 0 0 4 324 -4 -324 
上 峰 町 25 938 25 941 0 -3 
み や き 町 52 3,412 52 3,505 0 -93 
三養基郡計 77 4,350 81 4,770 -4 -420 
玄 海 町 15 770 14 768 1 2 
東松浦郡計 15 770 14 768 1 2 
有 田 町 40 3,114 40 3,142 0 -28 
西松浦郡計 40 3,114 40 3,142 0 -28 
大 町 町 22 757 22 760 0 -3 
江 北 町 31 1,590 31 1,596 0 -6 
白 石 町 43 3,223 47 3,520 -4 -297 
杵 島 郡 計 96 5,570 100 5,876 -4 -306 
太 良 町 22 573 21 581 1 -8 
藤 津 郡 計 22 573 21 581 1 -8 
県　　　 計 1,028 53,789 1,073 57,888 -45 -4,099 

令和２年度市町老人クラブ会員数（対前年度比較）

令和２年４月１日現在（単位：人）
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　養成講座は毎年県老連主催にて実施してきたところですが、今年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響で 6月、7月の開催を延期し、9月から講座開催をすることになりました。
人数制限のため毎回の参加者を 40 名に変更させていただき、入室時の検温など様々な感
染症対策を講じながらの研修となっています。

　９月４日（金）に第１回の講座を開催、今年度は感染症対策の一環として、午後２時か
らの講座はリモート（遠隔操作）による研修をさせていただいています。

　今年の養成講座に参加予定の会員の皆様には、感染症対策にご協力をいただき、実りあ
る研修となるように努めてまいります。よろしくお願いします。

令和２年度

高齢者訪問支援活動
推進員養成講座について

ビデオによるバリアフリー住宅説明

リモート中の様子

展示室での説明
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市町老連の活動報告

　

皆
さ
ん
今
日
は
。
私
た

ち
は
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
女
性
部
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
佐
賀
市

老
連
の
会
員
数
は
１
０
，
５
９
４
人
で
す
。

そ
の
内
女
性
会
員
は
６
，
２
５
０
人
で
59
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
市
老
連
に
は
本
来
、
二
十
九
校
区
老

連
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、現
在
３
つ（
日

新
・
開
成
・
大
詫
間
）
の
校
区
老
連
が
休
止

の
状
態
と
な
っ
て
お
り
誠
に
残
念
で
あ
り
ま

す
。

　

二
十
六
の
各
校
区
老
連
に
女
性
部
長
を
置

い
て
お
り
、
そ
の
中
よ
り
７
名
の
女
性
部
長

を
指
名
し
て
佐
賀
市
老
連
の
女
性
理
事
と
し

て
い
ま
す
。

　

校
区
女
性
部
長
会
議
は
４
ヶ
月
に
１
回
程

度
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
女
性
部

の
中
に
は
専
門
部
会
と
し
て
「
総
務
部
・
教

養
部
・
体
育
部
・
福
祉
部
」
を
設
置
し
て
各

種
事
業
に
つ
い
て
先
ず
は
専
門
部
会
で
検
討

し
て
事
業
を
実
施
す
る
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
だ
け
の
事
業
と
し
て
「
女

性
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」、「
女

性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」、「
交
通
安
全

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、「
料
理
講
習

佐
賀
市
老
連
女
性
部

女性ＧＧ大会女性リーダー研修会

交通安全街頭キャンペーン女性部長会議

会
」
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
Ｇ
Ｇ
大
会
で
は
男
性
会
員
の
手
助
け

に
よ
る
会
場
設
営
や
運
営
の
お
手
伝
い
を
受

け
た
女
性
会
員
の
情
熱
に
よ
り
熱
戦
と
な

り
、
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
隔
年
お
き
に
宿

泊
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、

一
泊
す
る
に
も
家
庭
の
都
合
も
あ
り
中
々
難

し
い
問
題
も
あ
り
、
最
近
は
一
日
研
修
と
し

て
近
場
の
観
光
地
や
ホ
テ
ル
等
の
施
設
に
て

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

料
理
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
頃
に

な
り
ま
す
が
、
正
月
料
理
や
健
康
料
理
を
佐

賀
市
職
員
の
栄
養
士
を
講
師
と
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
女
性
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
会
員

増
加
の
為
、
新
規
加
入
者
を
１
人
で
も
多
く

参
加
し
て
頂
く
よ
う
に
活
発
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
女
性
部
長　

高
津
万
亀
代
）



活動を担うサポーター育成

町老連では、活動方針に「健康を保持・増進す

るフレイル予防活動の推進」と「いきいきクラブ

体操、高齢者向け筋力トレーニング（いきいき百

歳体操）の推進」を盛り込み、その一環として定

期的に体操を実践する通いの場（サロン）づくり

に取り組んでいます。対象は一人で毎日テレビを

友達として過ごしている方や、高齢者夫婦で他の

人と交わりが少ない方々です。

昨年は、町老連で活動の担い手を育成する「い

きいき百歳体操サポーター育成講習会」を開催し

ましたが、今年度から地域包括支援センターによ

り開催されることになりました。

若手にも百歳体操を広げよう

体操サロンは町内に約10か所、老人クラブだ

けで運営しているところもあれば、他団体と協力

して開催しているところもあります。基本的な活

動は、週1回、体操 （40分）、講習を受けたサポ

ーター（会長、女性部長）がDVDを流しながら

指導します。椅子や用具の準備はみんなで行いま

す。また、地域包括支援センターの協力を受けて、

開始時、3か月後、1年後に体力測定を行ってい

ます。

昨年開始した諸浦クラブのサロンは、参加者

13～ 15名（男性 3名、女性10名）、多くが後

期高齢者です。開会前に集まり「わいわいガヤガ

ヤ」とおしゃべりをし、体操が終わったら重りと

回数の記録をつけて解散します。もう一つの長倉

老人クラブは、若手を意識して午後7時に開催、

参加者10～12名（男性5名、女性8名）、70歳

前後の方が多く参加しています。終了後は女性

部が中心となり茶話会（会費100円）を開催し

ています。みんな体操を楽しみにしており、交流

や茶話会は貴重な情報交換の場になってい

ます。

現在、新型コロナウィルス感染拡大の影

響で、今年度から新たに開催を希望してい

た二つのクラブの取り組みはできていませ

んが、既存のサロンは、生活支援コーディ

ネーターから感染防止に向けた取り組みに

ついて説明を受けて、注意事項を守り、活

動を再開しています。

（事務局長　岩下  昇）

フレイル予防に向けた
体操サロン

佐賀県玄海町老人クラブ連合会　●15クラブ　●会員数 770名

重りを付けての腕上げ

重りや回数の記録を記入
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提供：全国老人クラブ連合会、月刊「全老連」（７月号）

市町老連の活動報告
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市町老連の活動報告

鹿
島
市
老
連
能
古
見
老
人
ク
ラ
ブ

異
世
代
間
交
流

　

鹿
島
市
老
連
で
は
、
平
成
25
年
度
事
業
活
動
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
市
内
各
地
区
６
地
区
毎
に
役
割
分
担
し
、
地
区

連
合
会
又
単
位
ク
ラ
ブ
に
活
動
を
依
頼
し
地
区
で

一
番
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
選
定
し
街
の
美
化
活
動

に
協
賛
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

能
古
見
地
区
老
連
で
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
役
員
11

名
で
鹿
島
市
の
施
設
で
あ
る
「
の
ご
み
ふ
れ
あ
い

楽
習
館
」の
入
り
口
に
季
節
の
花
等
、プ
ラ
ン
タ
ー

60
鉢
を
準
備
し
て
市
立
能
古
見
小
学
校
「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
（
杉
の
子
ク
ラ
ブ
）」
の
皆
さ
ん
達

と
異
世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
花
の
植
栽
を
し
て

お
り
ま
す
。
児
童
た
ち
は
用
意
し
た
花
の
種
類
、

名
前
等
や
植
え
付
け
の
方
法
な
ど
を
興
味
深
く
尋

ね
た
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
内
の
土
を
掘
り
起
こ
し
、

き
れ
い
に
植
え
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
低
学
年
で
も
あ
り
、
殆
ど
の
児
童

は
「
初
体
験
」
の
様
で
し
た
。
植
栽
後
の
管
理
と

し
て
水
や
り
、
除
草
な
ど
を
行
い
な
が
ら
い
つ
ま

で
も
末
永
く
元
気
に
育
つ
よ
う
に
気
配
り
を
し
て

大
事
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

 
 

 

県老連ホームページ
開 設 の お 知 ら せ

開  設  日　令和 2年 2月 4日
アドレス　https://www.sagakenrouren.jp

県老連の情報、県内の魅力ある老
人クラブの活動などをホームペー
ジ内で情報発信していきます。会
員の皆様ご利用ください。
 佐賀県老連事務局

ＱＲコード

この広報紙は、赤い羽根共同募金の

配分金で発行しています。



筋肉量は足りています サルコペニアの可能性があります

フレイル度をチェック！

筋肉が減ってしまう サルコペニア
サルコ（筋肉）ペニア（低下）によって、歩く力が弱くなり、転倒や骨折につながります。
フレイルの大きな要因です。

※ 指輪っかテストはサルコペニアの可能性を調べる簡便なチェックです。サルコペニアかどうかをきちんと判別するには、筋肉量や握力の
測定、身体機能の測定による判定が必要です。

フレイル予防の第一歩は、自分の状態を知ることです。まずは「ご自身の
フレイル度」に早く気づき、改善に向けて行動することが大切です。
簡単な二つのチェック方法をご紹介します。

ふくらはぎの方が
太くて囲めない

ふくらはぎが
ちょうど囲める

指の輪っかより
ふくらはぎが細い

親指と人差指で輪っかを
作ります。1 利き足でない方のふくらはぎの

一番太いところを軽く囲みます。2

要注意！

健康寿命を
のばそう！
健健健健健健健健健健健健健健康寿寿寿寿寿寿寿命を
フレイル予防 

で

囲めましたか？

◆指輪っかテスト

結果判別

チェック1 サルコペニア度

県老連だより　● 10 ●全老連発行「フレイル予防で健康寿命をのばそう！」より抜粋



予防・改善に役立てよう！

● 右（赤マル）の欄についたチェックが6つ以上は要注意、フレイルのリスクが高くなっています。さらに
右（赤マル）の欄のチェックが一つ増えるごとに、フレイルのリスクが2倍ずつ増えると言われています。

● 右（赤マル）の欄のほとんどにチェックがつく場合は、1～2年後にはフレイルから要介護になる可能性
が高いです。

チェック2 フレイル度（イレブンチェック）

栄 養 ほぼ同じ年齢の同性と比較して、
健康に気をつけた食事を心がけている

　 野菜料理と主菜（肉か魚）を両方とも、
毎日2回以上は食べている

オーラルフレイル
（口腔）

「さきいか」「たくあん」くらいの硬さの食品を、
普通に嚙み切れる

お茶や汁物でむせることがある

運 動 1回30分以上の汗をかく運動を週2日以上、
1年以上実施している

　 日常生活において歩行または同等の身体活動を
1日1時間以上実施している

　 ほぼ同じ年齢の同性と比較して、
歩く速度が速いと思う

社会参加
（社会性・心） 昨年と比べて外出の回数が減った

1日に1回以上は、だれかと一緒に食事をしている

自分が活気にあふれていると思う

何よりもまず、もの忘れが気になる

右（赤マル）の欄についたチェックの数を数えてください。
いくつありましたか？

設問を読んで、当てはまる方にチェックをしてください。
「はい」と「いいえ」の位置が入れ替わっている項目があるので注意してください。

いいえは い

いいえは い

いいえは い

いいえは い

いいえは い

いいえは い

いいえは い

いいえは い

いいえ は い

いいえ は い

いいえ は い

出典： 1） 東京大学高齢社会総合研究機構
 　　飯島勝矢「フレイル予防ハンドブック」より引用　
 2） 「東大が調べてわかった衰えない人の生活習慣」
 　　著者　飯島勝矢

青マル 赤マル

● 11 ●　県老連だより パンフレットは全老連ホームページで見ることができます。
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令和２年度　佐賀県老人クラブ連合会事業・行事日程表（予定）
R2年9月1日 現在

・令和3年度九州ブロックリーダー研修会　( 熊本県：令和3年7月予定）
・第50回全国老人クラブ大会　( 香川県：令和3年11月16日～ 17日）
・第33回全国健康福祉祭
　（岐阜県：令和３年10月31日～ 11月２日　第30回地域文化伝承館：令和３年10月31日～ 11月1日）

月
県　老　連 全国・九州ブロック

日 曜日 行　      　事 日 曜日 行　      　事

9 4 金 介護講座（武雄市他）
（さがサポセンターいきいき館） 9 水 活動推進員等職員セミナー中止

中旬 「老人の日・老人週間」(15日～ 21日） 10 木 都道府県・指定都市老連事務局長会議中止

県内一斉「社会奉仕の日」(20日） 中旬 「老人の日・老人週間」(15日～21日）

29 火 市町老連事務局長会議
（さがサポセンターいきいき館） 県内一斉「社会奉仕の日」(20日）

10 6 火 第3回女性委員会
（さがサポセンターいきいき館）

9 金 介護講座（鳥栖市他）
（さがサポセンターいきいき館）

19 月 第4回正副会長会議
（さがサポセンターいきいき館）

31～ 3
土～火

第33回全国健康福祉祭ぎふ大会
１年延期

23 金 介護講座（伊万里市他）
（さがサポセンターいきいき館）振替分

（第30回「地域文化伝承館」31日
～ 2日）１年延期

27 火 第17回グラウンドゴルフ大会
（予備10月28日)

11 6 金 介護講座（佐賀市他）
（さがサポセンターいきいき館）

16～ 18
月～水

第49回全国老人クラブ大会
（山形県17日～ 18日）中止

11 水 県女性リーダー研修会
（さがサポセンターいきいき館）

13 金 介護講座（唐津市他）
（さがサポセンターいきいき館）振替分

27 金 第6回囲碁大会（鹿島市かたらい）中止 30～ 1
月～火

高齢者の健康づくり・生活支援セ
ミナー中止

12 1 火 県会長表彰　表彰式
（さがサポセンターいきいき館）新規

上旬 老人クラブ活動日誌・会計簿締切

1 19 火 友愛活動県内交流集会
（さがサポセンターいきいき館）

2 22 月 第5回正副会長会議
（さがサポセンターいきいき館）

2～ 3
火～水 都道府県・指定都市老連代表者会議

26 金 市町老連会長事務局長会議
（さがサポセンターいきいき館）

18～ 19
木～金 九州ブロック連絡協議会（長崎県）

3 15 月 第6回正副会長会議
（さがサポセンターいきいき館） 11 木 全老連理事会( 午前）、

全老連評議員会( 午後）

19 金 第3回理事会（午前）
（さがサポセンターいきいき館）

〃 〃 臨時評議員会（午後）
（さがサポセンターいきいき館）
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会員章を胸に活動の輪を広げて

会員章　１個 1,000円創立60周年記念会員章 １個1,000円

県老連事務局で取り扱っています予約受付しています

　老人クラブ会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブの誇りを示すシンボル。そして仲間、連携
のしるしです。あなたも会員章を胸に、地域の担い手としていきいきと輝きながら、クラブ活動
を広げていきましょう。

令和２年度　佐賀県老人クラブ指定旅館契約一覧

佐 賀 県

旅 館 初 音 荘
（嬉野市）

ひぜん祐徳温泉宝乃湯
（鹿島市）

伊万里温泉白磁乃湯
（伊万里市）

吉野ヶ里温泉卑弥呼乃湯
（上峰町）

大町温泉ひじり乃湯
（大町町）

お魚処玄海（玄海活魚㈱）
（呼子町）

福 岡 県

桑 之 屋
（うきは市）

つ る き 荘
（うきは市）

甘 木 館
（朝倉市）

原鶴グランドスカイホテル
（朝倉市）

か ん ぽ の 宿 柳 川
（柳川市）

虹の宿ホテル花景色
（うきは市）

ふ く せ ん か
（うきは市）

長 崎 県

雲 仙 い わ き 旅 館
（雲仙市）

長崎ブルースカイホテル
（長崎市）

サ ム ソ ン ホ テ ル
（平戸市）

雲 仙 み か ど ホ テ ル
（南島原市）

ホ テ ル 南 風 楼
（島原市）

東洋九十九ベイホテル
（島原市）

熊 本 県

旅 館 金 時
（阿蘇市）

つ か さ の 湯
（玉名市）

ホ テ ル　 セ キ ア
（南関町）

玉名ファミリー温泉
（玉名市）

大 分 県 天 龍 荘
（日田市）

佐賀県老連と契約されている各指定旅館は、新型コロナウイルス、自然災害等の中、いろいろ
と苦労され経営されています。旅行計画をされる場合は、ぜひ指定旅館をご活用されるように
お願いします。


